
朝 里 町 会

朝里町会内で想定される災害の種類とその程度

自主防災組織の取り組み

について



津波ハザードマップ
（小樽市作成）



令和５年１０月２９日（日）
朝里中学校防災訓練（朝里中体育館）

・小樽・朝里のまちづくりの会
・民生委員
・少年を守る会
・朝里地区連合町会

が協力し、

・小樽市役所災害対策室
・陸上自衛隊第１１特科隊

の協力を得て、

中学生・小学生・地域住民の
約１７５人が集まって
開催された。



朝里中学校の金田教頭先生から

・朝里中学校の防災教育の取組
・朝里地区の災害発生リスク
・避難所内部

について説明



小樽市災害対策室 安藤主幹から

防災備品や備品保管場所の説明

朝里中３年生の生徒たちから
災害学習で訪れた仙台市立荒浜小学校の
様子や避難訓練の取組を報告







災害図上訓練（地図を活用した避難訓練）・・・ＤＩＧ

Ｄ=Disaster（災害）
Ｉ=Imagination（想像）
Ｇ=Game（ゲーム）



小樽市に「震度６弱」
という大きい地震が
起きたことを想定し、
各自が想定する行動や、
危険な場所等を地図に
書き入れました



その後、
地図を活用して
自分たちの地域で
災害時に活用できそうな場所
（病院、薬局、避難所など）
を確認し合いました





講話「災害時の医療の心得」（小樽協会病院看護師による）



災害時に気を付けたい病気や
ケガ、食中毒の危険性などに
ついての話がありました



訓練の最後には
陸上自衛隊第１１特科隊により
災害時の炊き出しに使う用具を使用
してご飯と豚汁をいただきました


